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RC造ト形柱梁接合部の構造性能に接合部補強筋及び変動軸力が及ぼす影響 

その 5 圧縮軸力比の小さな領域に対する実験概要及び結果 

 

 

1 はじめに 

本報では既報 1), 2)に引き続き，圧縮軸力比，接合部補強比

がト形柱梁接合部の構造性能に及ぼす影響について検討

するため実施した 4 体の試験体，さらに柱梁強度比につい

て検討するため行った 2 体の計 6 体の試験体に関する実験

概要及び実験結果について述べる。 

2 実験概要 

2.1 試験体概要 

 表－1 に試験体諸元，表－2 にコンクリートの材料試験

結果，表－3 に鉄筋の材料試験結果を示す。本実験では既

往研究で明らかとなった軸崩壊が発生する圧縮軸力レベ

ルに対して，比較的小さい軸力レベルとすることで，軸

崩壊が発生する軸力レベルをより明確に示すことを目的

とする。試験体寸法及び配筋は既報実験 1), 2)と同一とし，

引張軸力時の柱梁強度比は 1.2 または 1.5 とした。接合部

補強比は，既報 1), 2)により 40%以上では高圧縮軸力を保持

可能であることが確認されているため，それ以下となる

15，20，及び 30%の 3パターンで検討する。変動軸力は図

－１に示すように，引張軸力比-0.6 から圧縮軸力比 0.2～

0.4 までを層せん断力に応じて変化させ，入力する計画と

した。ここで，引張軸力比は軸力に対する柱全主筋の降

伏応力の比（N／(agy)）と定義して負号で示し，圧縮軸

力比は下柱に作用する軸力に対する柱の最大圧縮応力の

比（N／(bDB)）として定義し正号で示している。接合部

降伏による強度低下率 βjは文献 3)を参考に算出した。 

各試験体の名称は実験パラメータに基づき以下のよう

に設定した。 

T12-15T6C2 

T：ト形接合部 

12：柱梁強度比。約 1.2のときは 12，約 1.5のときは 15と

表す。 

15：接合部補強比（%） 

T6C2：T（tension），C（compression）で変動軸力を示す。

後に続く 6，2 はそれぞれ引張軸力比-0.6，圧縮軸力比 0.2

を示す。 

3. 実験結果 

図－2に 1/50rad.時ひび割れ図を，図－3に荷重－変形関

係を示す。破線は梁曲げ終局時耐力計算値を示す。 

 図－3(a)の T12-15T6C2 試験体及び図－3(b)の T12-

20T6C2 試験体は，6 体の試験体の内で βj の値が小さく，

負載荷時の最大耐力を見ると他の試験体の内，最も耐力 

 

が小さく履歴ループのスリップ性状も見られた。しかし， 

圧縮軸力比が 0.2 と小さいため，大変形時の軸崩壊は見ら

れず，最終サイクルまで降伏時の耐力を維持することが

出来た。  
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表－ 1 試験体諸元 
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(N/mm
2
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2
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表－ 2 コンクリート材料試験結果 
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表－ 3 鉄筋材料試験結果 
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図－ 1 変動軸力導入ルール 
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 図－3(c)の T12-30T6C3 試験体は，接合部補強比が増加

したことで負側の耐力も梁曲げ終局強度計算値と概ね同

等であったが，前述の試験体と同様に接合部の損傷が大

きく，接合部降伏が発生した。しかし，履歴ループは紡

錘形を示し，エネルギー吸収能力においては高い性能を

発揮しているといえる。圧縮軸力比は 0.3 と大きくなった

が，本試験体でも最終サイクルまで軸崩壊の発生は見ら

れなかった。また，圧縮軸力の増加により正加力時のひ

び割れは梁が支配的となった。 

図－3(d)の T12-30T6C5 試験体は 1/33rad.負サイクルまで

は前述の T12-30T6C3 試験体とほとんど同等の履歴ループ

となった。しかし，1/25rad.サイクル載荷中に接合部の斜

めひび割れの拡大及び上柱入隅部のコンクリートの剥落

が顕著となり，1/20rad.正サイクルの 1/50rad.付近で急激に

軸力の喪失及び水平耐力が低下し，軸崩壊に至った。軸

崩壊が発生する 1/20rad.までは，負側でも耐力はほぼ計算

値まで到達し，履歴ループもエネルギー吸収能力のある

紡錘形を示した。 

図－3(e)の T15-15T6C2試験体は T12-15T6C2試験体と同

様に，接合部の変形が進展し接合部降伏が発生した。し

かし，柱梁強度比が増加したことによって負側の耐力低

下は小さくなった。 

図－3(f)の T15-30T6C5 試験体は唯一 βj の値が負側でも

1.0 を上回る試験体であった。本実験においても実際に負

側の耐力は計算値を上回り，梁曲げ降伏型となった。正

側大変形時においても，最終サイクルまで軸力保持性能

を維持し，高い変形性能を発揮した。前述の T12-30T6C5

試験体では接合部降伏の後軸崩壊が発生しており，柱梁

強度比による構造性能の違いが明確に表れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

本報のまとめは本稿その 6 で併せて示す。 
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図－ 2 1/50rad.時ひび割れ図（青：正加力時，赤：負加力時） 
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図－ 3 荷重－変形関係 
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